
問

中
高
生
の
居
場
所
づ

く
り
実
証
事
業
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
指
標
で
成
果

や
改
善
点
を
把
握
し
、
今

後
の
施
策
へ
生
か
し
て
い

く
の
か
。

答

利
用
者
数
や
利
用
頻

度
、
滞
在
時
間
に
加
え
、

満
足
度
や
再
利
用
意
向
、

実
際
の
過
ご
し
方
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
把
握

し
、
今
後
策
定
す
る
拠

点
・
居
場
所
の
整
備
方
針

問 若者の居場所をどう育てる

答

地
域
の
大
人
や
支
援

者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
、
こ
ど
も
・
わ
か
も
の

と
と
も
に
居
場
所
や
活
動

を
支
え
る
存
在
に
な
っ
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
る
。
実
際
に
、
ユ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
養
成
講
座
の

受
講
者
が
実
証
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
活
動
す
る
動
き
も

出
て
い
る
。
今
後
、
担
い

手
育
成
や
運
営
方
法
な
ど

の
ソ
フ
ト
面
も
整
備
方
針

に
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、

実
証
で
は
す
で
に
中
高
生

の
居
場
所
と
し
て
認
知
さ

れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

必
要
な
改
善
を
加
え
な
が

ら
継
続
実
施
を
検
討
し
て

い
る
。

問

本
村
の
医
療
機
関
は
、

東
海
駅
を
中
心
と
し
て
、

半
径
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

内
に
集
中
し
て
い
る
。
医

療
機
関
の
利
用
者
は
、
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
頼
み

と
す
る
交
通
弱
者
が
多
く
、

通
院
の
利
便
性
改
善
は
喫

緊
の
課
題
。
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
等
を
使
用
し
、
各
医
療

機
関
と
村
内
の
要
所
を
連

問 通院の利便性改善策は
答 公共交通と福祉政策両面で支援

の
向
上
に
努
め
る
。

問

Ａ
Ｉ
技
術
を
利
用
し

た
配
車
に
よ
り
利
用
者
が

急
激
に
増
加
し
、
交
通
弱

者
に
負
担
が
及
ん
で
い
な

い
か
。
２
部
門
の
交
通
事

業
を
１
部
門
に
統
合
し
て
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
増

強
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

通
院
な
ど
の
移
動
支

援
を
行
う
場
合
、
既
存
の

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
は

切
り
分
け
、
目
的
に
応
じ

た
運
行
方
法
を
構
築
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。
関
係

部
門
で
利
用
状
況
や
課
題

を
共
有
し
な
が
ら
連
携
を

図
り
、
移
動
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
る
。

答 担い手とともに、取り組みを継続

絡
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

交
通
弱
者
の
方
々
の

多
く
が
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド

ア
を
求
め
て
い
る
。
公
共

交
通
政
策
と
福
祉
支
援
策

の
両
面
か
ら
移
動
を
支
援

し
て
い
く
。
「
外
出
支
援

タ
ク
シ
ー
」
や
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
「
移
送
サ
ー

ビ
ス
」
の
周
知
や
利
便
性

へ
反
映
し
て
い
く
。

問

居
場
所
づ
く
り
を

持
続
的
な
取
り
組
み
と

し
て
い
く
た
め
に
、
地

域
の
大
人
や
支
援
者
の

関
わ
り
と
、
実
証
事
業

の
今
後
の
継
続
を
ど
う

考
え
て
い
く
の
か
。 新政とうかい

松
まつ

江
え

　秀
ひで

明
あき

議員

新政とうかい

三
み

上
かみ

　修
おさむ

議員

ふらっと寄れるみんなの居場所
（中高生の居場所づくり実証事業）

ひたちなか市の地域公共交通で
運行されている９人乗りの車両

一

般

質

問
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